
令 和 ６ 年 度 第 １ 回 函 館 方 面 木 古 内 警 察 署 協 議 会 議 事 概 要
函館方面木古内警察署

１ 開催日時
令和６年６月５日(水)
午後２時０分から午後２時40分までの間

２ 開催場所
函館方面木古内警察署 会議室

３ 出席者

⑴ 協議会委員 ３人（定員４人）
会 長 工 藤 寛 文
副 会 長 村 上 義 久
委 員 上 野 夕 子

⑵ 警察署員 ８人
署 長 船 越 秀 和
副 署 長 松 田 敏（庶務担当）
刑 生 課 長 川 崎 浩 史
警 務 係 長（庶務担当）
会 計 係 長
地 域 係 長
交 通 係 長
警 備 係 長

４ 会長挨拶
木古内警察署協議会会長の工藤です。
今年度も引き続きよろしくお願いします。
本協議会の開催にあたり、一言ごあいさつ申し上げます。
お集まりの委員の皆様、そして船越署長以下警察署の皆様におかれましては、木古

内・知内両町の安全・安心のために日夜奮闘されておりますことに、改めて感謝を申
し上げます。
さて、春を迎え、行楽シーズンということもあり、木古内・知内両町においても多

くの人が行き交い、車両の交通量も増えている状況が伺えます。
新型コロナウイルスが５類に移行となって早１年が経ち、社会全体もコロナ禍以前

の状況に戻りつつありますが、これから夏に向けては気温の上昇に注意が必要となり
ます。
昨年も猛暑により体調を崩された方々のニュースをよく見かけることがありました

が、そのような中でも、木古内警察署の皆様におかれましては、様々な対策を行いな
がら日夜業務を進めておられると思います。
我々住民は、そのような警察職員の方々の姿を見て、とても力強く、また頼もしく

感じております。
委員の皆様方におかれましても、私たちの住む町が、より安全で安心に暮らせる町

になりますよう、本協議会を通じて警察署の運営に関するご意見やご要望を積極的に
お話いただきたいと思います。
結びに、本日の協議会が有意義なものになりますよう、皆様にお願い致しまして、

簡単ではございますが、私のあいさつとさせていただきます。
本日は、よろしくお願いいたします。

５ 署長、副署長及び参加署員の挨拶
署長が、会長をはじめ３人の協議会委員に対し、警察行政に対する日頃からの協力

への感謝などについて挨拶を行い、併せて自己紹介を行いました。



６ 署員による業務概況等の説明
警察署から、管内の治安情勢と担当部門の業務概況についてグラフや写真データを

用いて説明を行いました。

７ 委員からの質問・意見・要望等の聴取
本協議会を実施するにあたり、委員の皆様から事前に質問・意見・要望等に関する

アンケートへの回答を依頼しており、同回答結果に対する説明を含め、委員から聴取
を行いました。
⑴ 不審者への対策について

委 員 新幹線の木古内駅北口において、付近に居住する住民から不審者を目
撃したという話を聞きました。
付近は小さい子どもを持つ家庭も多く居住していることから、警察で

対策をとっていただけないでしょうか。
警察署 木古内駅北口周辺は、中央公民館、体育館、プールなどの施設や中学

校もあるためパトカーでのパトロールは現在も行っておりますが、夕方
の時間帯も含め継続してパトロールを行って行きたいと思います。
お話の不審者については、年齢や人相、服装等の追加情報がありまし

たら御連絡いただけると幸いです。
また、不審者を目撃した際には躊躇することなく110番通報していた

だきますようよろしくお願いします。
委 員 わかりました。よろしくお願いします。

管内に住んでいる皆さんに気をつけるよう、呼び掛けていきたいと思
います。

⑵ 知内郵便局付近の信号の視認性について
委 員 知内郵便局の直近にある信号機が日の光により、みえずらくなること

があります。
その横断歩道は、小学生や中学生などの通学路にもなっているため、

交通事故に繋がると大変ですので、改善していただけると助かります。
警 察 古い信号機に設置された電球だと、光の反射などにより見えにくくな

ってしまう現象が生じるため、北海道警察でも、そのような信号機を対
象に視認性の確保に向けたＬＥＤ化を進めているところとなります。
今回いただいたご要望に関しての対策としましても信号機の灯火をＬ

ＥＤ化することが有効だと考えられます。
しかしながら、他の警察署からの要望等や道路の危険度等を考慮して

予算が決定され、変更となるので、いつまでに変更できるというお約束
はできませんが、当署としましても、住民の貴重なご意見として本部に
上申し、早期に変更出来るように努めてまいりたいと思います。

委 員 わかりました。是非よろしくお願いします。
⑶ 時差式信号機への対策について

委 員 木古内の坊の石像がある付近の国道上の信号機ですが、時差式となっ
ており、函館市から知内町へ向かう車線の信号機が時差式となっており、
歩行者用信号と連動していないので、変わるタイミングがわかりずらく、
運転に不安を感じる方もいるとおもうのですが、よい対応策等があれば
教示していただけないでしょうか。

警 察 変則的な信号交差点には、矢印信号と時差式信号がありますが、これ
らの違いについては、矢印信号機は、「十字路交差点で、著しく交通量
が多く右折車両等をさばくことが出来ない場合」と指針で定められてお
り、それ以外の右折車両等を円滑に通行させるための交差点には、時差
式信号機が設置されているところであります。
坊の交差点は時差式信号機で問題ない交差点との位置づけとなってお

りますので、矢印信号機の設置はできません。



時差式信号機が設置された交差点を通行する運転手の方への注意と致
しましては、どの交差点にも共通となりますが、自身が通行する車線の
信号機に注意を払い、とくに交差点内はスピードを出さずに他の車両に
も注意し、安全運転を心掛けていただきたいと思います。

委 員 わかりました。ありがとうございました。
⑷ 木古内インターチェンジから下りてくる車両について

委 員 未だに木古内インターチェンジの降り口から出てくる車両で一時停止
のあまい車両が散見されるため、引き続き対策をお願いしたいと思いま
す。

警 察 以前からご意見等を受けており、信号機の設置も検討したところ、車
両の交通量等から、現時点では信号機の設置は難しいところではありま
すが、当署としましても、関係団体等へ働きかけ、注意を促す看板を設
置したほか、警察本部とも協議を行い、一時停止標識の視認性を上げる
べく、オーバーハング式の大型標識を導入するなどの対策を行っており
ます。
今後も、交通取締り等の対策を継続して行っていきたいと思います。

以 上


